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地域運営組織設立の趣旨

住民 事業者 行政

 人口減少と高齢化、
リーダー不足

 町内会や各団体の地
域活動、イベントの
持続が困難

 お客さんの減少と
ニーズの多様化によ
り、従来の商店や生
活・交通サービスの
運営が困難

 生活に必要でも収支
が見合わず撤退

 長らく地域運営を代
替していた

 職員が減り、税収も
減るなかで、広域な
町域でのきめ細かな
地域運営支援が困難

 小さなビジネスを
つなぎ合わせ収益
確保

 仕事と稼ぎを両立
 人の｢ノウハウ｣や

｢専門技術｣の活用

 地域の裁量で事業
量を決定

 地域のきめ細かな
ケアを実施

 個人･リーダーに頼
らない組織の形成

 域内外の人材活用
 各団体の｢思い｣(ア

ウトカム)を引き継
ぐ活動

「田舎だからこそ、有るもの活かそう！工夫と協働のといかん」

【課題】

【解決】
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組織のコンセプト
①地域団体が運営上抱える課題を「組織」で解決

⇒人材確保、ノウハウ共有といった組織力を活用

②マルチタスクとリーダーレス

⇒専属の人員が複数業務をマルチにこなす

⇒理事制によりリーダーの抱えていた仕事を軽減、分散

③人材の活躍の場の創出と人材確保

⇒地域内外の人材の活躍の場を用意

④儲けと仕事の両立

⇒活動資金を得る事業を行いながら、福祉も含めた生活に必要な事
業を行う

⑤既存団体との連携

⇒活動の共同実施、一部受託、人的支援等で既存団体を支援

⑥課題解決への全員参加

⇒地域のすべての方が活動に参加する機会を創出

⑦皆が「楽しい」と思える運営体制

⇒「楽しい」と思える活動の運営体制の模索、アウトカムを大切に
した活動
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組織体制

新組織 地域運営組織 といかん（仮称）

住民の意見の場

地区団体の全体会議（審議会など）

理 事 ：３名以上（団体代表ではなく想いのある個人で構成）
うち１名以上が「代表理事」

監 事 ：理事、職員以外で１名以上
職 員 ：事務局、従業員
社員(会員)：趣旨に賛同する人や団体
賛助会員：会員以外で趣旨に賛同する人や団体
アルバイト・パート：その都度募集

地域の意見を集める井戸端会議（といかん本音トーク）
地域課題に関する意向調査（個別懇談、アンケートなど）

既存団体
町内会

一部事務委託

独自事業

チ
ェ
ッ
ク

ニ
ー
ズ

各団体の代表による会議

共同事業
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事業内容(案)

①住み続け支援

・地域交通、日常生活の支援などのしくみ

②公共空間の管理

・地域の施設などの管理のしくみ

③交流・教育

・地域行事、団体活動支援、地域自主活動など
のしくみ

④民間事業支援

・地域のしごと支援のしくみ
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事業内容(案)① 住み続け支援

地域住民の外出機会の創出・利便性の確保

生活支援事業費
・交通空白地有償運送
・福祉除雪 ほか

地域運営組織
といかん(仮称)

重機を扱える
地域住民

(元農家など)

地域住民
地域おこし協力隊

職員

住宅周辺の草刈り･除雪

自宅-拠点などの送迎

受付
実施

調整
支払い

手伝い

依頼

利用料

地元企業などの
重機・機材

調整
支払い

リース

保有する
重機・機材等

受付･シフト作成(プチDX)

CENTER

活動拠点

生活支援
事業運営
・店舗等

委託費補助金

アウトカム
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事業内容(案) ② 公共空間の管理

きれいな地域環境、レクリエーション機会創出

公共施設周辺
草刈り・除雪

公共施設等指定管理
・草刈り、除雪
・管理・施設清掃
・住宅入退去管理
・インフラ管理委託

重機を扱える
地域住民

(元農家など)

地域住民
地域おこし協力隊

職員

管理
受託

調整
報酬

手伝い

委託料

保有する重機・機材等

受付･シフト作成(プチDX)

公園･パークゴルフ場
草刈り

受付・管理人
施設清掃地元企業などの

重機・機材

調整
報酬

リース

中
古

公
住

公的住宅管理インフラ管理

地域運営組織
といかん(仮称)

アウトカム
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事業内容(案) ③ 交流・教育

地域住民の交流機会・子どもと親の教育機会創出

イベント運営
高齢者の集まり支援

地域の○○名人
運営ノウハウ

地域住民
地域おこし協力隊

職員

受付
実施

調整
報酬

支援

補助金

イベント企画
シフト作成(プチDX)
資料作成(プチDX)
会議運営(プチDX)
会計効率化(プチDX)

美しい自然
豊富な山菜

管理

活用

一部支援
・総会資料作成
・会議運営
・会費収集

祭
共同実施
・各種手続き
の共同化

・会計支援
・売店設置
・当日人員確保

依頼
利用料

地域住民
関係人口

報酬

支援
自主事業

自主事業
・といかん市
・共同果樹園

地域運営組織
といかん(仮称)

アウトカム
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事業内容(案) ④ 民間事業支援

産業にかかる手間の低減、人材の確保による持続性向上

重機を扱える
地域住民

(元農家など)

地域住民
地域おこし協力隊

職員

受付
実施

調整
報酬

支援 シフト作成(プチDX)

・営農支援
・研修生受け入れ
の支援

（住宅、食事、
初期研修等）

・大型バス等
運転支援

・作業員調達
・DX化支援

依頼
利用料

地域住民
関係人口

報酬

支援

保有する
重機・機材等

アウトカム

地域運営組織
といかん(仮称)
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設立ロードマップ（案） 11

組織形成
の動き

その他
地域等動き

審
議
会
：組
織
形
成
宣
言

R5.11月

28

1２月

【各会議体等の整理】
○NPO法人：地域運営方針決定機関
・地域づくりの本丸
・地域団体等の中間支援

○といかん本音トーク
・地域課題解決の場（懇談会）
・NPO法人で企画運営

○審議会：各団体参画
・評価機関、方針等の承認（お墨付き）

メ
ン
バ
ー
候
補
個
別
説
明

設立
検討会

①
共
有
・
理
解

②
納
得
・
賛
同

視察

9 ２０ １２～１５

島
根
県
視
察

事
前
説
明
会

8

盆踊り保存会
決算で説明

１２

地
域
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

JOIN おためし

町内会長等
会議で説明

組
織
設
立
準
備
会
①

７

組
織
設
立
準
備
会
②

1月

■議題
・設立趣旨書
・定款
・事業計画書（２年）
・活動予算書（２年）

町予算
見積提出

２月

国交付金
要望提出

３月

着任

４月～

組
織
設
立
総
会

■組織形成４資源検討
○ヒト：社員、役員、事務局、従業員、会員等
○モノ：理念、事業内容・計画、拠点、機材等
○カネ：収支計画、利用料、受託料、交付金等

■検討内容（案）
・団体名
・趣旨、目的
・体制：共同理事（３）、監事
（１）、社員（１０）、正会員、賛
助会員等
・事業内容（軸）：草刈、除雪、
事務、交通等（必要機材等）
・ロードマップ
・住民関り方
・束ねる、重ねる、効率化

協力隊募集

報告会

■町予算検討資料
○サービスと負担
○事業スキーム
○ロードマップ

経営資源、ネットワーク



12今後の主なスケジュール（予定）

日付 審議会等 組織 備考

12/7
（火）
18:30
センター

設立準備会① 地域づくりを進める組織の設立を、地域を何とかせねば！
という気持ちのある方で立上げ準備しますので、賛同され
る方、構成員参画いただける方のご参加お願いします。
・体制（構成）、趣旨、定款、事業計画、予算概要

12/12
（火）
18:45

④審議会・本音トーク
「地域づくりシンポジウ
ム」

道内各地域で地域活動の取組をご紹介いただき、地域
みんなで問寒別の地域づくりを考えます。
・講師：芽室町蘆田さん、厚真町村上さん事例紹介

１月 設立準備会② 設立準備会①の内容を仕上げます。
必要な拠点、機材等を検討します。
以降、各種事務手続きを進めます。

２月 本音トーク おためし地域おこ
し協力隊

・地域活動の拠点を検討します（予定）。
・地域運営組織の実働部隊となる協力隊を地域みんな
でおためし体験いただきます。

３月 ⑤審議会・本音トーク ・地域づくりビジョン、地域活動評価手法を検討します。

４月～ 設立総会
協力隊着任

・組織化

その他 ・地域の皆さまに地域運営組織を知っていただくため、町内会、団体、サークル、仲間うちなどの個別の集
まる機会にお呼びいただき、ご説明していきたいので、ぜひ、ご連絡ください。
○役場 住民生活課 地域対策係 ５－１１１２（山下、秋山、小林、渡邊）

・皆さまも、地域運営組織について、説明資料などを使って身近な人にお伝えください。


